
ー

の
概
要

マ
ー
ル
テ
ン
・
フ
ァ
ン
・

み
出
す
に
至
る
過
程
を
論
じ
る
。

ヘ
ー
ム
ス
ケ
ル
ク
作
《
ヘ
レ

本
稿
は
マ
ー
ル
テ
ン
・
フ
ァ
ン
・
ヘ
ー
ム
ス
ケ
ル
ク
の
《
ヘ
レ
ネ
ー
の
略
奪
》
に

着
目
し
、
著
名
古
代
建
造
物
の
定
型
表
現
が
継
承
さ
れ
つ
つ
も
刷
新
さ
れ
、
北
方
の

世
界
風
景
と
融
合
し
て
「
古
代
風
風
景
画
」
と
い
う
新
た
な
る
絵
画
ジ
ャ
ン
ル
を
生

ネ
ー
の
略
奪
》

現
在
、
ボ
ル
テ
ィ
モ
ア
の
ウ
ォ
ル
タ
ー
ズ
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
マ
ー
ル
テ

そ
フ
ァ
ン
・
ヘ
ー
ム
ス
ケ
ル
ク
作
《
ヘ
レ
ネ
ー
の
略
奪
》
（
図

1
)
は
縦
一
四
七
・
三

cm
、
横
三
八
三
・
五
Cm

の
大
型
油
彩
カ
ン
ヴ
ァ
ス
画
で
あ
る
。

一
九
〇
二
年
、
美

術
愛
好
家
ヘ
ン
リ
ー
・
ウ
ォ
ル
タ
ー
が
ロ
ー
マ
の
ド
ン
・
マ
ル
チ
ェ
ッ
ロ
・
マ
ッ

サ
レ
ン
テ
ィ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り
購
入
し
た
当
初
か
ら
、
本
作
品
は
ニ
ッ
コ
ロ
・

デ
ッ
ラ
バ
ー
テ
や
パ
ウ
ル
・
ブ
リ
ル
と
い
っ
た
一
六
世
紀
後
半
か
ら
一
七
世
紀
に

か
け
て
活
動
し
た
風
景
表
現
を
得
意
と
す
る
画
家
た
ち
に
帰
属
さ
れ
て
き
た
。
し

マ
ー
ル
テ
ン
フ
ァ
ン

《
ヘ
レ
ネ
ー
の
略
奪
》

平

川

佳

世

ヘ
ー
ム
ス
ケ
ル
ク
作

に
み
る
型
の
踏
襲
と
刷
新

一
九
四

0
年
代
に
行
わ
れ
た
修
復
の
際
、
前
景
右
端
の
大
型
帆
船
左
舷
に

「
マ
ー
ル
テ
ィ
ン
・
フ
ァ
ン
・
ヘ
ー
ム
ス
ケ
ル
ク
、

H
E
E
M
S
K
E
R
C
K
 15
3
6
)

」
の
文
字
が
、
ま
た
、
前
景
中
央
、
岸
に
停
泊
す
る
ニ

隻
の
手
漕
ぎ
舟
の
う
ち
小
型
の
舟
上
の
積
荷
に
識
別
不
能
の
文
字
と
一
五
三
五
年

北
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
画
家
マ
ー
ル
テ
ン
・
フ
ァ
ン
・
ヘ
ー
ム
ス
ケ
ル
ク
作
と
発
表

し
、
こ
の
帰
属
は
速
や
か
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
現
在
で
は
、
識
別
不
能
だ
っ
た

文
字
は
ヘ
ー
ム
ス
ケ
ル
ク
の
頭
文
字
、
す
な
わ
ち
、
「

M
H
」
と
判
明
し
て
い
る
。

一
方
、
画
中
に
施
さ
れ
た
二
つ
の
年
記
に
つ
い
て
、
キ
ン
グ
は
一
五
三
五
年
を
作
品

の
制
作
開
始
年
、

モ
ノ
グ
ラ
フ
を
手
が
け
た
ラ
イ
ナ
ル
ド
・
グ
ロ
ー
ス
ハ
ン
ス
も
本
作
品
以
外
に
も

フ
ァ
ン
・
ヘ
ー
ム
ス
ケ
ル
ク
作
品
に
は
年
記
が
二
つ
記
さ
れ
る
も
の
が
稀
に
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
た
上
で
、
キ
ン
グ
の
解
釈
を
支
持
し
て
い
る
。

本
作
品
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
ト
ロ
イ
ア
戦
争
の
原
因
と
な
っ
た
、
ト
ロ
イ

ア
の
王
子
パ
リ
ス
に
よ
る
ス
パ
ル
タ
王
メ
ネ
ラ
オ
ス
の
妃
ヘ
レ
ネ
ー
略
奪
の
場
面

で
あ
る
。
周
知
の
通
り
、
パ
リ
ス
は
ユ
ノ
ー
、
ミ
ネ
ル
ウ
ア
、
ウ
ェ
ヌ
ス
の
な
か
か

ら
ウ
ェ
ヌ
ス
を
も
っ
と
も
美
し
い
女
神
に
選
ん
だ
見
返
り
と
し
て
、
絶
世
の
美
女
と

謳
わ
れ
た
ス
パ
ル
タ
王
妃
ヘ
レ
ネ
ー
の
愛
を
得
る
こ
と
に
な
る
。
前
景
の
中
央
や
や

左
で
は
、
黄
金
の
甲
冑
を
身
に
ま
と
い
ラ
イ
オ
ン
の
毛
皮
を
敷
い
た
白
馬
に
跨
っ
た

パ
リ
ス
と
、
緋
色
の
豪
華
な
布
飾
り
を
つ
け
た
栗
毛
の
馬
に
乗
る
ヘ
レ
ネ
ー
、
そ
れ

を
取
り
囲
む
パ
リ
ス
の
従
者
た
ち
の
姿
が
み
え
る
。
自
ら
す
す
ん
で
パ
リ
ス
に
従

う
ヘ
レ
ネ
ー
の
様
子
か
ら
は
、
す
に
で
ウ
ェ
ヌ
ス
の
介
在
に
よ
り
、
彼
女
の
な
か
で

パ
リ
ス
ヘ
の
愛
が
燃
え
上
が
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

一
五
三
六
年
を
完
成
年
と
解
し
、

の
年
記
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、

一
行
が
め
ざ
す
の
は
岸

フ
ァ
ン
・
ヘ
ー
ム
ス
ケ
ル
ク
の

エ
ド
ワ
ー
ド
・

S
・
キ
ン
グ
が
本
作
品
を

一
五
三
六
年

(MARTINVAN

か
し
、
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れ
る
叙
事
詩
「
キ
プ
リ
ア

(
C
y
p
r
i
a
)
』
に
は
、
パ
リ
ス
と
ヘ
レ
ネ
ー
の
不
義
の
船

写
は
―
二
八
七
年
に
完
成
し
た
グ
イ
ド
・
デ
ッ
レ
・
コ
ロ
ン
ネ
の

辺
に
乗
り
つ
け
ら
れ
た
小
舟
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
召
使
た
ち
が
金
色
の
敷
物
と
日

傘
を
用
意
し
て
貴
人
の
到
着
を
待
ち
う
け
て
い
る
。
先
述
の
署
名
と
一
五
三
六
年
の

年
記
が
書
き
込
ま
れ
た
前
景
右
端
の
大
型
帆
船
は
、
中
央
の
帆
に
は
「
パ
リ
ス
の
審

こ
と
か
ら
、

判
」
が
、
前
方
の
帆
に
は
ク
ピ
ト
を
伴
い
貝
に
乗
っ
た
ウ
ェ
ヌ
ス
が
表
さ
れ
て
い
る

ウ
ェ
ヌ
ス
の
導
き
を
う
け
た
パ
リ
ス
の
船
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

画
中
の
そ
こ
か
し
こ
で
は
、
ト
ロ
イ
ア
兵
が
黄
金
の
ウ
ェ
ヌ
ス
像
や
金
器
銀
器
な

ど
の
宝
物
を
略
奪
し
、
ギ
リ
シ
ア
兵
と
小
競
り
合
い
を
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
描

『
ト
ロ
イ
ア
滅
亡

•
T
r
o
j
a
e
)

』
を
は
じ
め
と
す
る
中
世
の
テ
ク
ス
ト
に

史

(
H
i
s
t
o
r
i
a
d
e
s
t
r
u
c
t
i
o
m
s
 

特
徴
的
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
よ
る
と
、
そ
も
そ
も
パ
リ
ス
に
よ
る
ヘ
レ
ネ
ー

の
略
奪
は
、
ギ
リ
シ
ア
方
が
ト
ロ
イ
ア
王
プ
リ
ア
モ
ス
の
妹
ヘ
シ
オ
ネ
を
奪
っ
た
こ

と
へ
の
報
復
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ヘ
レ
ネ
ー
と
パ
リ
ス
が
出
会
っ
た
の
は
ウ
ェ
ヌ
ス

神
殿
の
あ
る
キ
テ
ィ
ラ
島
で
あ
り
、
ト
ロ
イ
ア
兵
は
ヘ
レ
ネ
ー
略
奪
の
際
、
神
殿
か

ら
数
々
の
宝
物
を
も
持
ち
去
っ
た
の
で
あ
る
。
後
景
に
広
が
る
景
色
は
島
と
す
る

に
は
あ
ま
り
に
広
大
で
あ
る
が
、
パ
リ
ス
一
行
の
奥
に
見
え
る
円
形
の
神
殿
風
建
築

の
前
に
は
ウ
ェ
ヌ
ス
と
思
わ
れ
る
黄
金
立
像
も
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
物
語
場
面
の

設
定
と
い
う
点
に
限
っ
て
は
キ
ュ
テ
ラ
島
が
意
識
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
だ

ろ
う
。
ま
た
、
紀
元
前
七
世
紀
中
葉
に
キ
プ
ロ
ス
の
ス
タ
シ
ヌ
ス
が
執
筆
し
た
と
さ

出
を
阻
む
た
め
に
ユ
ノ
ー
が
嵐
を
起
こ
し
た
と
語
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
嵐
は
後
景

右
隅
の
海
上
に
立
ち
込
め
る
暗
雲
に
よ
っ
て
暗
に
示
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
暗
雲

の
間
を
ぬ
っ
て
架
か
る
大
き
な
虹
は
、
ヘ
レ
ネ
ー
の
略
奪
を
夫
で
あ
る
メ
ネ
ラ
オ
ス

王
に
伝
え
る
べ
く
地
上
に
降
り
立
っ
た
ユ
ノ
ー
の
使
者
イ
リ
ス
と
解
す
る
こ
と
が

「
二
三
番
。
横
一
六
パ
ル
モ
、
縦
六
パ
ル
モ
の
画
布
に
油
彩
で
描
か
れ
た
風
景

の
絵
で
、
そ
こ
に
は
沢
山
の
様
々
な
美
し
い
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
と
、
諸
々
の
船
舶

を
と
も
な
っ
た
大
そ
う
美
し
い
海
景
が
あ
る
。
ま
た
、
小
さ
な
人
物
像
で
描
か

れ
た
ヘ
レ
ネ
ー
を
略
奪
し
た
パ
リ
ス
の
物
語
、
お
よ
び
、
そ
の
他
沢
山
の
フ
ァ

ン
タ
ジ
ア
が
あ
る
。
画
家
マ
ル
テ
ィ
ー
ノ
・
フ
ィ
ア
ミ
ン
ゴ
の
手
に
よ
る
も
の

゜

―
二

0
ス
ク
ー
デ
ィ
。
」

作
品
に
目
を
や
る
と
、
左
近
景
か
ら
右
遠
景
へ
斜
め
に
走
る
海
岸
線
を
境
に
、
右

に
は
大
海
原
が
、
左
に
は
都
市
や
森
林
、
丘
や
奇
怪
な
山
々
を
含
む
広
大
な
陸
地
が

広
が
る
。
本
作
品
の
な
か
で
も
遺
産
目
録
編
纂
者
が
注
目
し
た
の
は
「
諸
々
の
船
舶

(
d
i
v
e
r
s
e
 n
a
v
i
)
」
と
「
沢
山
の
様
々
な
美
し
い
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア

(
m
o
l
t
e
belle et 

で、

が
裏
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

さ
て
、
本
作
品
の
作
者
で
あ
る
マ
ー
ル
テ
ン
・
フ
ァ
ン
・
ヘ
ー
ム
ス
ケ
ル
ク
は
、

そ
の
名
の
示
す
通
り
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
近
郊
の
小
都
市
ヘ
ー
ム
ス
ケ
ル
ク
で
生
ま

れ
、
五

0
年
近
く
に
及
ぶ
画
歴
の
ほ
と
ん
ど
を
ハ
ー
ル
レ
ム
の
町
で
活
動
し
た
が
、

一
五
三
二
年
に
は
ロ
ー
マ
に
赴
き
、
本
作
品
が
完
成
す
る
一
五
三
六
年
ま
で
を
当

地
で
過
ご
し
て
い
た
。
加
え
て
、
美
術
品
や
古
物
愛
好
家
と
し
て
名
高
い
ロ
ド
ル

フ
ォ
・
ピ
オ
・
ダ
・
カ
ル
ピ
枢
機
卿
の
一
五
六
四
年
の
遺
産
目
録
が
近
年
、
ジ
ョ
ル

ジ
ョ
・
マ
ン
チ
ー
ニ
ら
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
、

カ
ン
ポ
・
デ
ィ
・
マ

ル
ツ
ィ
オ
に
あ
っ
た
邸
宅
の
ロ
ッ
ジ
ア
を
飾
っ
て
い
た
次
の
絵
画
が
フ
ァ
ン
・
ヘ
ー

ム
ス
ケ
ル
ク
の
《
ヘ
レ
ネ
ー
の
略
奪
》
と
同
定
さ
れ
、
本
作
品
の
ロ
ー
マ
で
の
制
作

，
 

で
き
る
と
い
う
。
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様
、
古
代
の
遺
跡
や
遺
物
が
作
品
の
最
大
の
魅
力
で
あ
り
、

ロ
ド
ル
フ
ォ
・
ピ
オ

varie fantasie)
」
で
あ
っ
た
。
確
か
に
海
景
を
彩
る
船
舶
は
ど
れ
一
っ
と
し
て
同

じ
形
を
し
て
は
お
ら
ず
、
細
部
ま
で
が
事
細
か
に
描
か
れ
る
一
方
、
陸
地
に
は
様
々

な
古
代
風
建
造
物
が
、
実
在
の
建
物
を
思
わ
せ
る
も
の
か
ら
幾
分
空
想
的
な
も
の
に

周
知
の
通
り
、
古
代
ロ
ー
マ
帝
国
の
都
で
あ
っ
た
ロ
ー
マ
に
は
数
多
く
の
古
代
遺

跡
が
存
在
し
、
当
時
よ
り
す
で
に
古
物
研
究
家
や
芸
術
家
の
強
い
関
心
を
惹
き
つ
け

て
い
た
。
実
際
、
上
述
の
遺
産
目
録
に
は
フ
ァ
ン
・
ヘ
ー
ム
ス
ケ
ル
ク
の
次
の
二
作

「
二
四
番
。
上
述
の
画
家
マ
ル
テ
ィ
ー
ノ
の
手
に
よ
る
画
布
に
油
彩
で
描
か
れ

た
幅
七
パ
ル
モ
、
高
さ
六
パ
ル
モ
の
も
う
一
枚
の
絵
で
、
自
然
そ
の
も
の
す
ら

み
せ
な
い
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
技
で
近
く
か
ら
あ
る
い
は
遠
く
か
ら
描
か
れ

た
美
し
い
廃
墟
が
あ
り
、
福
音
書
の
四
つ
の
生
き
物
に
の
っ
た
キ
リ
ス
ト
が
悪

徳
に
勝
利
し
た
者
に
祝
福
を
お
く
つ
て
い
る
。
周
囲
に
装
飾
あ
り
。
六

0
ス

ク
ー
デ
ィ
。
」

「
二
五
番
。
上
述
の
手
に
よ
る
画
布
に
池
彩
で
描
か
れ
た
同
寸
法
の
も
う
一
枚

の
絵
で
、
遠
近
を
表
す
多
く
の
美
し
い
古
代
風
の
品
々
が
あ
る
。
六

0
ス
ク
ー

デ
ィ
。
」

フ
ァ
ン
・
ヘ
ー
ム
ス
ケ
ル
ク
の
現
存
作
品
中
こ
れ
ら
に
該
当
す
る
も
の
は
残
念
な

が
ら
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
記
述
か
ら
は
《
ヘ
レ
ネ
ー
の
略
奪
》
同

ダ
・
カ
ル
ピ
枢
機
卿
が
ロ
ー
マ
滞
在
中
の
フ
ァ
ン
・
ヘ
ー
ム
ス
ケ
ル
ク
に
立
て
続
け

品
が
引
き
続
き
記
載
さ
れ
て
い
る
。

至
る
ま
で
、
美
し
い
風
景
の
な
か
に
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。

現
が
数
こ
そ
多
く
は
な
い
も
の
の
確
認
さ
れ
る
。

に
絵
画
制
作
を
依
頼
し
た
主
た
る
理
由
は
、
彼
の
古
代
表
象
の
妙
に
あ
っ
た
こ
と
が

窺
え
る
。
枢
機
卿
が
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
等
と
も
親
交
の
篤
い
洗
練
さ
れ
た
趣
味
を
備

え
た
芸
術
愛
好
家
で
あ
っ
た
こ
と
や
、

フ
ァ
ン
・
ヘ
ー
ム
ス
ケ
ル
ク
は
元
来
は
人
物

画
家
で
あ
り
風
景
を
主
と
し
た
作
品
の
制
作
は
珍
し
い
こ
と
、
本
作
品
が
描
か
れ
た

の
が
ま
さ
に
古
代
遺
跡
の
宝
庫
ロ
ー
マ
で
あ
っ
た
こ
と
を
鑑
み
る
に
、
ピ
オ
枢
機
卿

の
邸
宅
の
ロ
ッ
ジ
ア
を
飾
っ
た
フ
ァ
ン
・
ヘ
ー
ム
ス
ケ
ル
ク
の
三
枚
の
油
彩
画
の
な

か
で
も
、
と
り
わ
け
、
大
き
さ
、
価
格
、
そ
し
て
恐
ら
く
作
品
の
質
に
お
い
て
も
他

の
二
枚
を
抜
き
ん
で
た
《
ヘ
レ
ネ
ー
の
略
奪
》
は
、
古
代
風
風
景
表
現
の
展
開
を
考

察
す
る
う
え
で
興
味
深
い
対
象
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
次
章
で
は
、

フ
ァ
ン
・

ヘ
ー
ム
ス
ケ
ル
ク
作
品
以
前
の
古
代
風
風
景
表
現
を
ロ
ー
マ
に
実
在
す
る
著
名
建

一
五
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
絵
画
の
な
か
で
も
、
と
り
わ
け
「
古
代
風
」
を
目
指

し
た
イ
タ
リ
ア
絵
画
で
は
、
作
品
に
古
代
風
の
情
趣
を
与
え
る
手
段
と
し
て
、
時

折
、
古
代
の
遺
物
や
古
代
建
築
を
想
起
さ
せ
る
建
築
モ
チ
ー
フ
が
画
中
に
描
き
こ
ま

れ
た
（
図
2
)
。
そ
う
し
た
な
か
、
古
代
遺
跡
あ
る
い
は
古
代
風
建
築
一
般
で
は
な

く
、
明
ら
か
に
ロ
ー
マ
に
現
存
す
る
特
定
の
古
代
建
造
物
を
意
識
し
た
特
徴
的
な
表

ま
ず
は
、
ド
メ
ニ
コ
・
ギ
ル
ラ
ン
ダ
イ
オ
周
辺
で
活
動
し
た
画
家
バ
ル
ト
ロ
メ

オ
・
デ
ィ
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
が
一
四
八

0
年
代
末
に
恐
ら
く
カ
ッ
ソ
ー
ネ
の
装
飾
板

と
し
て
制
作
し
た
《
ザ
ビ
ニ
の
女
た
ち
の
略
奪
》
（
図
3
)
と
《
ザ
ビ
ニ
人
と
ロ
ー
マ

2

フ
ァ
ン

ヘ
ー
ム
ス
ケ
ル
ク
以
前
の
古
代
風
風
景
表
現

造
物
と
の
つ
な
が
り
と
い
う
観
点
か
ら
概
観
し
た
い
。
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(
R
O
M
A
)
」
と
銘
打
た
れ
た
こ
の
絵
地
図
が
、
実
際
、

ロ
ー
マ
の

も
、
城
壁
に
囲
ま
れ
た
町
の
な
か
に
、

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
帝
凱
旋
門
、

人
の
和
解
》
（図

4
)
を
み
て
み
よ
う
。
そ
こ
で
は
、
物
語
の
背
景
と
し
て
、
オ
ベ

フ
ォ
カ
ス
帝
記
念
柱
、

ろ
う
か
。
こ
こ
で
、

7
)
。
「
ロ
ー
マ

カ
イ
オ
・
ケ
ス
テ
オ
オ
の
、
あ
る
い
は
「
ロ
ム
ル
ス
の
墓
」

と
目
さ
れ
た
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
、

コ
ロ
ッ
セ
ウ
ム
、

ア
ウ
レ
リ
ア
ヌ
ス
帝
の
市
壁
と
い
っ
た
ロ
ー
マ
に
あ
る
著
名
古
代
建
造
物
が
、
実
際

の
大
き
さ
や
位
置
関
係
は
無
視
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
と
わ
か
る
よ
う
な
特
徴

を
備
え
て
描
か
れ
て
い
る
。
同
じ
く
バ
ル
ト
ロ
メ
オ
・
デ
ィ
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
が

ギ
ル
ラ
ン
ダ
イ
オ
作

《三
王
礼
拝
》
の
背
景
に
描
い
た
「
嬰
児
虐
殺
」

の
場
面
に

コ
ロ
ッ
セ
ウ
ム
、
ト
ラ
ヤ
ヌ
ス
帝
記
念
柱
、

ミ
リ
ツ
ィ
エ
の
塔
や
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が
同
様
に
簡
略
化
さ
れ
た
様
子
で
登
場
す
る
（
図

5
)
。
こ
う
し
た
表
現
は
バ
ル
ト
ロ
メ
オ
・
デ
ィ
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
の
作
品
の
み
に

と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
マ
ン
テ
ー
ニ
ャ
が
描
い
た

《
ゲ
ッ
セ
マ
ネ
で

の
祈
り
》
で
も
、
後
景
に
広
が
る
町
並
み
の
な
か
に
コ
ロ
ッ
セ
ウ
ム
と
ト
ラ
ヤ
ヌ
ス

帝
記
念
柱
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
図

6
)
。

以
上
の
作
例
か
ら
は
、
個
々
の
作
品
間
の
細
部
描
写
に
若
干
の
相
違
は
あ
る
も
の

の
、
コ
ロ
ッ
セ
ウ
ム
を
は
じ
め
と
す
る
、
都
市
ロ
ー
マ
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
を
形
成
す

る
壮
麗
な
古
代
建
造
物
の
記
号
化
し
た
表
象
が
、
イ
タ
リ
ア
の
画
家
た
ち
の
あ
い
だ

に
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
定
型
表
現
は
何
に
由
来
す
る
の
で
あ

タ
ッ
デ
オ
・
デ
ィ
・
バ
ル
ト
ロ
が
一
四

一
0
年
代
に
シ
エ
ナ
の

パ
ラ
ッ
ツ
ォ
・
ブ
ッ
ブ
リ
コ
に
描
い
た
フ
レ
ス
コ
装
飾
の

一
部
を
見
て
み
よ
う
（
図

都
市
図
で
あ
る
こ
と
は
町
を
横
切
る
テ
ヴ
ェ
レ
川
と
川
中
に
浮
か
ぶ
テ
イ
ベ
リ
ー

ナ
島
の
描
写
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
円
形
の
城
壁
内
部
に
は
、
先
述
の
建
造
物
に

リ
ス
ク
、
ミ
リ
ツ
ィ
エ
の
塔
、

ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
帝
霊
廟
、
ト
ラ
ヤ
ヌ
ス
帝
記
念
柱
、

こ
の
よ
う
に
、

一
五
世
紀
に
は
す
で
に
、
都
市
景
観
図
や
絵
地
図
の
影
響
下
、
物

マ
市
景
観
図
（
図

8
)
に
も
、

コ
ロ
ッ
セ
ウ
ム
、

カ
ス
ト
ル
と
ポ
ス
ッ
ク
ス
の
巨

ハ
ル
ト
マ
ン
・
シ
ェ
ー
デ
ル
の

『年
代
記
』
等
に
付
さ
れ
た
ロ
ー

R
o
m
a
e
)
』
や

一
五
世
紀
に
な
っ
て
執
箪
さ
れ
た
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
の

絵
地
図
は
、

『都
市
ロ
ー
マ
の
驚
異

(Mirabilia
urbis 

加
え
、
ト
ラ
ヤ
ヌ
ス
帝
記
念
柱
を
模
し
て
建
造
さ
れ
た
マ
ル
ク
ス
・
ア
ウ
レ
リ
ウ

ス
・
ア
ン
ト
ニ
ヌ
ス
帝
記
念
柱
、

ク
イ
リ
ナ
ー
レ
の
丘
に
た
つ
カ
ス
ト
ル
と
ポ
ス
ツ

ク
ス
の
巨
像
、
町
の
南
に
点
在
す
る
水
道
橋
、

ア
ウ
レ
リ
ウ
ス
・
ア
ン
ト
ニ
ヌ
ス
帝
騎
馬
像
と
い
っ
た
古
代
の
建
造
物
が
記
号
的

に
描
き
こ
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
様
の
描
写
が
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
ス
ト
ロ
ッ

ツ
ィ
が
残
し
た

一
四
七

0
年
代
の
手
稿
に
も
含
ま
れ
て
お
り
（
図
8
)
、
こ
れ
ら
の

―
二
世
紀
初
頭
成
立
の

記

(Descriptio
urbis R
o
m
a
e
)
』
、
ビ
オ
ン
ド
・
フ
ラ
ヴ
ィ
オ
の

ロ
ー
マ

(
R
o
m
a
insta
u
rata)
』
と
い
っ
た
都
市
ロ
ー
マ
の
地
誌
に
基
づ
い
て
制
作

さ
れ
た
。
ま
た
、

像
、
ト
ラ
ヤ
ヌ
ス
帝
記
念
柱
、
パ
ン
テ
オ
ン
、

別
可
能
な
程
度
の
特
徴
を
備
え
た
簡
略
な
姿
で
描
か
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
絵
地
図

や
都
市
景
観
図
中
の
記
号
的
表
現
が
画
家
た
ち
に
転
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

語
画
の
背
景
に
ロ
ー
マ
の
著
名
建
造
物
が
挿
入
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る

が
、
先
述
の
絵
画
作
例
に
お
い
て
は
ま
た
、
ヘ
ー
ム
ス
ケ
ル
ク
作
品
を
考
察
す
る
上

で
興
味
深
い
傾
向
も
指
摘
で
き
る
。
リ
ウ
ィ
ウ
ス
の

『
ロ
ー
マ
建
国
史
』
等
が
伝
え

る
「
サ
ビ
ニ
の
女
た
ち
の
略
奪
」
お
よ
び
「
ザ
ビ
ニ
人
と
ロ
ー
マ
人
の
和
解
」
の
物

語
の
舞
台
は
ロ
ー
マ
の
町
で
あ
る
か
ら
、

カ
ピ
ト
リ
ー
ノ
の
丘
の
マ
ル
ク
ス
・

『都
市
ロ
ー
マ

『復
元
さ
れ
た

ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
帝
霊
廟
な
ど
が
、
判

バ
ル
ト
ロ
メ
オ
・
デ
ィ
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ

が
ロ
ー
マ
に
現
存
す
る
著
名
古
代
建
造
物
を
画
中
に
描
き
こ
ん
だ
こ
と
は
、
物
語
の

文
脈
に
適
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
「
ヘ
ロ
デ
は
ベ
ッ
レ
ヘ
ム
と
そ
の
周
辺
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（図
11)
。

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
帝
》
（
図
10)

一
帯
に
い
た
二
歳
以
下
の
男
の
子
を
一
人
残
ら
ず
殺
さ
せ
た
」
（
「
マ
タ
イ
福
音
書
」

二
~
一
六
）

で
は
、

の
で
あ
る
か
ら
、
バ
ル
ト
ロ
メ
オ
・
デ
ィ
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
が
「
嬰
児

虐
殺
」
の
背
景
に
描
い
た
町
は
ベ
ッ
レ
ヘ
ム
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
「
ゲ
ッ

セ
マ
ネ
の
園
」
は
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
近
郊
で
あ
る
か
ら
、
マ
ン
テ
ー
ニ
ャ
の
描
く
城
塞

都
市
も
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
で
あ
っ
て
ロ
ー
マ
で
は
な
い
。

つ
ま
り
、
後
者
の
二
作
品
に

お
い
て
は
、
都
市
ロ
ー
マ
そ
れ
自
体
を
表
象
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
町
並
み
に
古
代

風
の
趣
や
、
時
に
は
何
ら
か
の
含
意
を
与
え
る
と
い
う
意
図
の
も
と
に
ロ
ー
マ
の
古

代
建
造
物
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
総
じ
て
、
ロ
ー
マ
に
実
在
す
る

特
定
の
古
代
建
造
物
が
古
代
世
界
を
表
す
記
号
と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
だ
。

ロ
ー
マ
に
実
在
す
る
著
名
建
造
物
が
都
市
ロ
ー
マ
や
、
さ
ら
に
は
古
代
世
界
を
表

す
記
号
と
し
て
イ
タ
リ
ア
に
広
く
流
布
す
る
一
方
、
実
際
の
遺
跡
と
容
易
に
比
較
さ

れ
う
る
環
境
に
あ
っ
た
ロ
ー
マ
の
地
で
は
、
よ
り
実
物
に
近
い
描
写
を
め
ざ
す
動
き

が
認
め
ら
れ
る
。
一
四
八

0
年
代
後
半
に
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
側
壁
に
描
か
れ
た

ペ
ル
ジ
ー
ノ
の
《
天
国
の
鍵
を
ペ
テ
ロ
に
渡
す
イ
エ
ス
》
（
図

9
)
で
は
、
従
来
の

記
号
的
表
現
と
比
べ
て
、
浮
彫
装
飾
や
列
柱
の
頂
に
置
か
れ
た
丸
彫
彫
刻
な
ど
の
細

部
や
全
体
の
均
衡
な
ど
に
お
い
て
、
実
物
に
格
段
に
近
い
姿
で
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ

ス
帝
凱
旋
門
が
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
傾
向
は

一
六
世
紀
に
も
引
き
継
が
れ
、

一
五
二

0
年
代
に
ラ
フ
ァ
エ
ロ
工
房
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
《
十
字
架
を
幻
視
す
る

す
る
の
で
あ
る

マ
ク
セ
ン
テ
ィ
ウ
ス
帝
と
の
決
戦
を

前
に
ロ
ー
マ
市
外
に
集
ま
る
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
軍
の
背
後
に
、
「
ロ
ム
ル
ス
の

墓
」
と
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
帝
霊
廟
が
復
元
的
意
図
の
も
と
細
部
が
付
け
加
え
ら
れ
登
場

（図

13)
。
巨
像
の
斜
め
右
に
視
線
を
走
ら

フ
ァ
ン
・
ヘ
ー
ム
ス
ケ
ル
ク
の
《
ヘ
レ
ネ
ー
の
略
奪
》
で
は
、
先
例
に
倣
い
、

ロ
ー
マ
の
絵
地
図
や
都
市
景
観
図
に
記
さ
れ
た
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
が
古
代
世
界
一
般

を
表
す
記
号
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
恐
ら
く
は
ロ
ー
マ
の
地
で
制
作
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
先
行
す
る
絵
画
作
品
と
比
べ
て
よ
り
多
く
の
建
造
物
が
採
り

入
れ
ら
れ
て
い
る
。
後
景
左
に
広
が
る
広
場
の
中
央
に
は
オ
ベ
リ
ス
ク
が
確
認
さ
れ

る
が
、
そ
れ
を
左
右
に
挟
む
よ
う
に
記
念
柱
が
二
本
、
す
な
わ
ち
、
ト
ラ
ヤ
ヌ
ス
帝

記
念
柱
に
加
え
て
マ
ル
ク
ス
・
ア
ウ
レ
リ
ウ
ス
・
ア
ン
ト
ニ
ヌ
ス
帝
記
念
柱
も
描

き
こ
ま
れ
た
（
図

12
、
13)
。
左
隅
の
二
層
の
遺
構
を
備
え
緑
に
覆
わ
れ
た
丘
は
ア

ヴ
ェ
ン
テ
ィ
ー
ノ
あ
る
い
は
パ
ラ
テ
ィ
ー
ノ
の
丘
（
図

12
、

あ
る
大
き
く
半
円
を
描
く
橋
の
よ
う
な
建
造
物
は
水
道
橋
で
あ
ろ
う
（
図

13)
。
オ

ベ
リ
ス
ク
の
右
側
に
見
え
る
二
頭
の
馬
の
巨
像
は
、
ク
イ
リ
ナ
ー
レ
の
丘
の
カ
ス
ト

ル
と
ポ
ス
ッ
ク
ス
像
を
初
彿
と
さ
せ
る

せ
る
と
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が
緑
色
の
丘
の
斜
面
に
現
れ
る
。
ま
た
、
前
景
左
に
描
か
れ
た

四
面
ア
ー
チ
の
建
造
物
は

「
ヤ
ヌ
ス
の
門
」
で
あ
ろ
う
（
図
12
、

こ
の
よ
う
に
豊
富
に
と
り
こ
ま
れ
た
著
名
建
造
物
は
、
写
実
性
に
お
い
て
も
、
先

行
す
る
表
現
に
比
し
て
格
段
に
増
し
て
い
る
。
加
え
て
、
絵
地
図
や
都
市
景
観
図
中

の
定
型
表
現
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
遺
跡
が
、

間
か
ら
覗
く
遺
跡
に
注
目
し
よ
う
（
図
12)
。

17)
、
海
岸
線
付
近
に

16 
ヽ

゜

フ
ァ
ン
・
ヘ
ー
ム
ス
ケ
ル
ク
作
品
で

は
実
物
を
想
起
さ
せ
る
姿
で
描
か
れ
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
中
景
左
の
丘
の

エ
ン
タ
ブ
ラ
チ
ュ
ア
の
断
片
を
四
本

の
コ
リ
ン
ト
式
円
柱
が
支
え
る
そ
の
構
造
は
、
円
柱
の
数
に
違
い
は
あ
る
も
の
の
、

現
の
刷
新

3

フ
ァ
ン

ヘ
ー
ム
ス
ケ
ル
ク
に
お
け
る
古
代
風
風
景
表
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は
ベ
ル
ヴ
ェ
デ
ー
レ
宮
の
「
ナ
イ
ル
」
と
「
テ
ヴ
ェ
レ
」
像
と
、
そ
の
前
に
置
か
れ

た
髭
に
口
を
あ
け
た
河
神
の
顔
の
意
匠
を
施
し
た
大
き
な
水
盤
は
、
現
在
は
サ
ン

タ
・
マ
リ
ア
・
イ
ン
・
コ
ス
メ
デ
ィ
ン
教
会
入
口
に
設
置
さ
れ
て
「
真
実
の
口
」
の

名
で
知
ら
れ
る
古
代
の
大
理
石
装
飾
板
と
極
め
て
近
い
形
状
を
し
て
い
る
な
ど
、
当

時
の
ロ
ー
マ
で
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
古
代
の
遺
物
も
散
見
さ
れ
る
。

定
型
化
し
た
ロ
ー
マ
の
著
名
建
造
物
を
広
大
な
風
景
の
な
か
に
展
開
す
る
に
際
し

て
、
そ
れ
ま
で
の
記
号
的
表
現
か
ら
脱
却
し
た
写
実
的
な
描
写
を
心
が
け
る
と
と
も

に
、
ロ
ー
マ
に
現
存
す
る
他
の
遺
跡
や
遺
物
を
若
干
の
創
意
を
加
え
な
が
ら
も
ほ
ぽ

実
物
に
忠
実
に
描
き
こ
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
実
際
、
こ
う
し
た
描
写
が
実
物
に
即

し
て
獲
得
さ
れ
た
こ
と
を
例
証
す
る
の
が
、

滞
在
時
に
制
作
し
た
、
通
称
「
フ
ァ
ン
・
ヘ
ー
ム
ス
ケ
ル
ク
の
素
描
帳
」
と
呼
ば
れ

6
 

ー

る
素
描
群
の
存
在
で
あ
る
。

る フ
ォ
ロ
・
ロ
マ
ー
ノ
に
現
存
す
る
ウ
ェ
ス
パ
シ
ア
ヌ
ス
神
殿
の
遺
構
を
初
彿
と
さ
せ

（図

15)
。
そ
の
ほ
か
、

ウ
ェ
ヌ
ス
神
殿
の
入
口
を
飾
る
二
体
の
横
た
わ
る
彫
像

以
上
の
よ
う
に
、
ヘ
ー
ム
ス
ケ
ル
ク
は
、
絵
地
図
な
ど
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
い
た

フ
ァ
ン
・
ヘ
ー
ム
ス
ケ
ル
ク
が
ロ
ー
マ

現
在
は
ベ
ル
リ
ン
銅
版
画
室
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
「
フ
ァ
ン
・
ヘ
ー
ム
ス
ケ
ル
ク

の
素
描
帳
」
を
紐
解
く
と
、

ロ
ー
マ
滞
在
時
の
フ
ァ
ン
・
ヘ
ー
ム
ス
ケ
ル
ク
の
関
心

の
所
在
が
、
ロ
ー
マ
に
あ
っ
た
古
代
の
遺
物
に
集
中
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
本

素
描
帳
中
、
ラ
フ
ァ
エ
ロ
や
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
な
ど
同
時
代
イ
タ
リ
ア
芸
術
家
の
作

品
を
模
写
し
た
も
の
は
わ
ず
か
数
点
で
あ
り
、
残
り
ほ
ぽ
は
ロ
ー
マ
に
当
時
あ
っ
た

古
代
彫
刻
や
古
代
遺
跡
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
素
描
帳
の
な
か
で
も
古
代
遺

跡
に
関
す
る
素
描
に
注
目
す
る
と
、
遺
構
の
も
つ
複
雑
な
構
造
を
で
き
る
だ
け
正
確

に
写
し
取
ろ
う
と
い
う
《
ヘ
レ
ネ
ー
の
略
奪
》
に
み
ら
れ
る
写
実
的
志
向
が
随
所
に

《
ヘ
レ
ネ
ー
の
略
奪
》
に
お
い
て
、

フ
ァ
ン
・
ヘ
ー
ム
ス
ケ
ル
ク
は
ロ
ー
マ
著
名

全
体
を
捉
え
た
素
描
な
ど
に
も
顕
著
に
見
受
け
ら
れ
る

（図

21)
。
古
代
の
建
造
物

確
認
さ
れ
る

加
え
て
、
興
味
深
い
の
が
、
コ
ロ
ッ
セ
ウ
ム
や
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
帝
凱
旋
門

な
ど
の
一
部
の
著
名
遺
跡
に
関
し
て
は
、
様
々
な
角
度
か
ら
何
度
も
写
生
を
試
み
て

も
一
五

0
九
年
の
ロ
ー
マ
滞
在
時
に
コ
ロ
ッ
セ
ウ
ム
を
写
生
し
て
い
る
が
、
そ
の
際

に
は
、
絵
地
図
な
ど
で
繰
り
返
さ
れ
た
ほ
ぼ
真
横
か
ら
の
視
点
で
建
物
を
捉
え
て
い

（図

20)
。
そ
れ
に
対
し
て
、

フ
ァ
ン
・
ヘ
ー
ム
ス
ケ
ル
ク
の
素
描
で
は
、
定
型

化
し
た
視
点
を
あ
え
て
崩
し
て
、
巨
大
遺
跡
そ
の
も
の
の
も
つ
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
、
あ

る
い
は
遺
跡
が
周
囲
の
事
物
と
と
も
に
作
り
出
す
景
観
そ
の
も
の
を
写
し
取
ろ
う

と
い
う
意
図
が
認
め
ら
れ
る
。
遺
跡
そ
の
も
の
に
加
え
、
そ
の
周
囲
を
取
り
込
ん
だ

古
代
風
の
景
観
そ
の
も
の
を
描
写
す
る
姿
勢
は
、

を
単
な
る
記
号
で
は
な
く
、
独
特
の
情
趣
を
与
え
る
景
観
を
生
み
出
す
装
置
と
し
て

風
景
に
組
み
込
む
傾
向
は
、
ロ
ー
マ
に
あ
っ
て
最
も
風
景
表
現
に
敏
感
だ
っ
た
イ
タ

リ
ア
人
画
家
ポ
リ
ド
ー
ロ
・
ダ
・
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
の
一
五
二

0
年
代
の
作
品
に
す

で
に
認
め
ら
れ
る
が
（
図

22)
、
フ
ァ
ン
・
ヘ
ー
ム
ス
ケ
ル
ク
は
こ
う
し
た
傾
向
を

継
承
し
つ
つ
、
北
方
の
画
家
特
有
の
自
然
観
察
へ
の
こ
だ
わ
り
を
も
っ
て
さ
ら
に
発

展
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

建
造
物
の
定
型
表
現
を
踏
襲
し
つ
つ
も
、
ロ
ー
マ
在
住
の
イ
タ
リ
ア
人
画
家
の
動
き

に
敏
感
に
反
応
し
、
実
物
写
生
を
通
じ
て
そ
れ
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
が
、
そ
う
し

た
成
果
を
絵
画
面
に
と
り
ま
と
め
る
に
際
し
て
彼
が
用
い
た
構
図
が
、
パ
テ
ィ
ニ
ー

ル
以
来
風
景
表
現
の
定
式
と
し
て
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
に
定
着
し
て
い
た
「
世
界
風

た い
る
点
で
あ
る

（図

18
、
19 
ヽ

゜

（図

17)
。

フ
ォ
ロ
・
ロ
マ
ー
ノ
な
ど
遺
跡
群

ロ
マ
ニ
ス
ト
の
第
一
世
代
で
あ
る
ホ
ッ
サ
ー
ル
ト
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像
」
（
図
27)
は
画
中
に
同
定
で
き
な
い
が
、

東
は
バ
ビ
ロ
ン
か
ら
西
は
ギ
ザ
に
至

2
 

が

「
ハ
リ
カ
ル
ナ
ソ
ス
王
の
霊
廟
」
を
意
図
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る

（図
13)
。
残

ー 注

景
」
で
あ
っ
た
（
図
23)
。
都
市
、
平
野
、
森
林
、
丘
、
山
、
川
や
海
と
い
っ
た
世

界
を
構
成
す
る
様
々
な
要
素
を
組
み
合
わ
せ
た

「世
界
風
景
」
の
な
か
に
景
観
と
し

界
そ
の
も
の
と
も
い
え
る
広
大
な
広
が
り
を
有
す
る
風
景
を
創
出
す
る
こ
と
に
成

フ
ァ
ン
・
ヘ
ー

ム
ス
ケ
ル
ク
が
《
ヘ
レ
ネ
ー
の
略
奪
》
で
示
し
た
も
う
―
つ
の
創
意
、
す
な
わ
ち
、

「
古
代
世
界
の
七
つ
の
驚
異
」
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
「
古
代
世
界

の
七
つ
の
驚
異
」
は
、
紀
元
前
三
世
紀
、
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ウ
ム
の
フ
ィ
リ
オ
等
が
ギ

と
し
て
書
き
記
し
た
こ
と
に
始
ま
る
が
、
ル
ネ
サ
ン
ス
以
降
の
最
初
の
完
全
な
造
形

が
版
刻
し
て
一
五
七
二
年
に
出
版
さ
れ
た
銅
版
画
連
作
「
世
界
の
驚
異
」
を
嘴
矢
と

す
る
。
そ
れ
ら
と

《
ヘ
レ
ネ
ー
の
略
奪
》
を
比
較
す
る
と
、
海
岸
に
立
つ
黄
金
の

巨
像
（
圏
14)

殿
」
（
図

25)

は
「
ロ
ー
ド
ス
島
の
巨
像
」
（
図
24)
、
中
景
左
の
オ
ベ
リ
ス
ク
の
あ

る
広
場
に
面
し
て
た
つ
縦
長
の
建
造
物
（
図
12)
は
「
エ
フ
ェ
ソ
ス
の
デ
ィ
ア
ナ
神

で
あ
ろ
う
こ
と
が
形
状
の
類
似
か
ら
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
「
ロ
ー

ド
ス
島
の
巨
像
」

の
斜
め
右
、
海
の
近
く
に
採
え
る
の
が
「
ギ
ザ
の
ピ
ラ
ミ

ッ
ド」

（図
14)
、
左
の
丘
の
斜
面
に
展
開
す
る
の
が
「
バ
ビ
ロ
ン
の
空
中
庭
園
」
（
図
13)
、

中
景
の
中
央
、
橋
の
近
く
に
あ
る
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
帝
霊
廟
を
思
わ
せ
る
円
形
建
造
物

念
な
が
ら
「
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
灯
台
」
（
図
26)
と
「
オ
リ
ン
ピ
ア
の
ゼ
ウ
ス

化
は
、

フ
ァ
ン
・
ヘ
ー
ム
ス
ケ
ル
ク
に
原
画
に
基
づ
き
、

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
デ
・
ハ
レ

画
面
全
面
に
散
り
ば
め
た
作
品
を
描
い
て
い
る

（図
28)
。
こ
う
し
た

一
五
三
0
年

リ
シ
ア
や
オ
リ
エ
ン
ト
、

エ
ジ
プ
ト
に
あ
っ
た
優
れ
た
七
つ
の
建
造
物
を
「
驚
異
」

世
界
全
体
の
広
が
り
を
示
す
全
く
新
し
い
表
現
を
生
み
出
し
た
。

一
方、

フ
ァ
ン

こ
う
し
た
、
古
代
版
世
界
風
景
を
追
求
す
る
試
み
の
な
か
に
、

い
て
、

一
五
世
紀
以
来
の
記
号
化
し
た
古
代
建
造
物
の
表
象
を
継
承
し
つ
つ
も
、
当

功
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

て
捉
え
た
古
代
建
造
物
を
配
す
る
こ
と
で
、

フ
ァ
ン
・
ヘ
ー
ム
ス
ケ
ル
ク
は
古
代
世

以
上
の
よ
う
に
、

フ
ァ
ン
・
ヘ
ー
ム
ス
ケ
ル
ク
は

《
ヘ
レ
ネ
ー
の
略
奪
》
に
お

い
る
の
で
あ
る
。

る
諸
都
市
に
点
在
す
る
古
代
世
界
を
代
表
す
る
大
建
造
物
が
画
中
に
配
さ
れ
る
こ

造
物
の
範
疇
を
越
え
て
、
ま
さ
に
古
代
に
お
け
る
世
界
風
景
の
広
が
り
を
獲
得
し
て

時
胎
動
し
て
い
た
風
景
表
現
に
関
す
る
様
々
な
関
心
で
そ
れ
を
刷
新
し
、
さ
ら
に

は
「
古
代
世
界
の
七
つ
の
驚
異
」
を
描
き
こ
む
と
い
う
独
自
の
創
意
に
よ
っ
て
古
代

ヘ
ー
ム
ス
ケ
ル
ク
が

《
ヘ
レ
ネ
ー
の
略
奪
》
を
仕
上
げ
た
の
と
同
じ
一
五
三
六
年
、

同
じ
く
ロ
ー
マ
に
滞
在
し
た
北
方
画
家
ヘ
ル
マ
ン
・
ポ
ス
ト
ウ
ム
ス
も
古
代
遺
跡
を

代
の
動
向
が
や
が
て
「
古
代
風
風
景
画
」
と
い
う
新
し
い
風
景
画
ジ
ャ
ン
ル
の
誕
生

へ
と
結
び
つ
く
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

マ
ー
ル
テ
ン
・
フ
ァ
ン
・
ヘ
ー
ム
ス
ケ
ル
ク
《
ヘ
レ
ネ
ー
の
略
奪
》
署
名
お
よ
び

一
五
三
五

年
と

一
五
三
六
年
の
年
記
入
り

(MARTIN
VAN H
E
E
M
S
K
E
R
C
K
 15
3
6
/

M

H

 

1535)
、
油
彩
、
カ
ン
ヴ
ァ
ス
、
一
四
七
・
三

x
-――
八
三
・五

cm
、
ボ
ル
テ
ィ
モ
ア
、
ウ
ォ
ル

タ
ー
ズ
美
術
館
(Baltimore,
W
a
l
t
e
r
s
 A
r
t
 M
u
s
e
u
m
,
 inv. no. 27.656.)
。R
a
i
n
a
l
d

G
r
o
s
s
h
a
n
s
,
 M
a
e
r
t
e
n
 v
a
n
 H
e
e
m
s
k
e
r
c
k
:
 die Gemiilde, Berlin, 1980, pp. 116, 

1
1
9
 
(cat. no. 19), n. pag. 
(figs. 20, 2
0
a
 a
n
d
 20b). 

E
d
w
a
r
d
 S. K
i
n
g
,
'
A^
 n
e
w
 H
e
e
m
s
k
e
r
c
k
"
,
 J
o
u
r
n
a
l
 o
f
 the W
a
l
t
e
r
s
 A
r
t
 Gallery 

と
で
、

フ
ァ
ン
・
ヘ
ー
ム
ス
ケ
ル
ク
の
描
く
風
景
は、

ロ
ー
マ
に
点
在
す
る
古
代
建
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ドメニコ ・ギルラン

ダイオ 《壁誕》1485
年、フィレンツェ、サ

ンタ・ トリニタ教会

図3 バルトロメオ ・デイ ・ジョヴァンニ 《ザビニの女たちの略奪》1488年頃、 ローマ、コロ ンナ美術館

図4 バルトロメ オ・デイ・ ジョヴァンニ 《ザビニ人とローマ人の和解》1488年頃、ローマ、コロ ンナ美術館
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図5 バルトロメオ・デイ ・ジョヴァンニ「ベッレヘムの嬰児虐殺」（ドメニコ・ギルランダイオ《三王礼拝》
部分） 1488年、フィレンツェ、孤児養育院美術館

図6 マンテーニャ《ゲッセマネの祈り》 1460年頃、ロンドン、ナショナル・ギャラリー
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図7 タッデオ ・デイ・バルトロ 《ローマ市街図》1414年、シエナ、パラッツォ ・プッブリコ
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図8アレッサンドロ・ストロッツィ《ローマ市街図》 1474年、フィレンツェ、ラウレンツィアーナ図書館

図9 《ローマ市の景観岡》（ハル トマン ・シェーデル 『年代記』ニュルンベルク、 1493年、 pp.LVIIv-LVIIIr)、バイエルン州立

図書館
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図lO←ペ ルジーノし《ペテロに天国の鍵を授けるイエス》1480年代初頭、 図11 ラファエロ工房 《十字架を幻視するコンスタ
ヴァテイカン、システィーナ礼拝堂 ンティヌス帝》1520年代前半、ヴァテイカ

ン、コンスタンティヌスの間

圏12 図1部分
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図13 図1部分

図14 図1部分
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固15 ウェスパシアヌス神殿 図16 ヤヌスの門

図17 マールテン・ファン・ヘームスケルク 《パラティーノの丘（西からの眺め）》（「マールテン・ファン・ヘームスケルクの
素描帳」fol.20r)、1532-36年頃、ベルリン、銅版画室
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図18 マールテン・ファン・ヘームスケルク《コロッセウム（カピトリーノの丘からの眺め）》（「マールテン・ファン・ヘーム
スケルクの素描帳」 fol.llr)、1532-36年頃、ベルリン、鋼版画室

図19 マールテン・ファン・ヘームスケルク《コロッセウム》（「マールテン・ファン・ヘームスケルクの素描帳」 fol.28v) 1532 
-36年頃、ベルリン、銅版画室
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図20 ホッサールト 《コロッセウム》1509年、 ベルリン、銅版画室

・ヘームスケルク 《フォロ・ロマーノ》（「マールテン・ファ./
‘ ・ヘームスケルクの素描帳」 fol.6v) 図21 マールテン・ファン

1532-36年頃、ベルリン、鋼版画室
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図22 ポリドーロ ・ダ・カラヴァッジョ 《マ
グダラのマリア伝》1525年頃、ロー
マ、サン ・シルヴェストロ・アル・

クイリナーレ教会

圏23 ヨアヒム ・パティニール 《聖ヒエロ
ニムスのいる風景》 パリ、ルーヴル

美術館

図24 マールテン・ファン ・ヘームスケル
ク原画、フィリップ・デ・ハレ版刻

《「枇界の驚異」より「ロードス島の

巨像」》 1572年



固25 マールテン・ファン・ヘームスケルク原画、フィリップ ・デ・ハレ版刻 《「粧界の駕異」より
「エフェソスのアルテミス神殿」》1572年

図26 マールテン ・ファン・ヘームスケルク原画、フ ィリップ・デ ・ハレ版刻 《「世界の慾異」より
「アレクサンドリアの灯台」》 1572年
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図27 マールテン・ファン・ヘームスケルク原画、フィリップ・デ・ハレ版刻《「世界の驚異」より「オリンピアのゼ

ウス像」》 1572年

図28 ヘルマン・ポストウムス《古代逍跡のある風景》 1536年、ファドゥーツ、ウィーン、リヒテンシュタイン・コ

レクション
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